
収集場所 株式会社オキセイ産業　西原営業所
(西原町字小那覇1475-1)　☎098-944-7571

収集日時 令和2年11月10日（火）　9時～13時
※少雨決行、大雨の場合は延期します。

農薬が残っている容器、塩ビパイプ、土砂等の付着が過剰なもの
※塩ビパイプについては、別契約にて処分は可能です。
　（農家全額負担、また金額については当日確認となります。）

処分料金負担額
JA及び花卉農協の組合員　　　 1㎏当たり　約 25 円
上記団体に加入していない方　　1㎏当たり　約 40 円

持ってくるもの
通帳及び通帳の印鑑
西原町農業生産振興補助対象者カード

収集できるもの
素　　材　農ポリ、農PO、農サクビ、
　　　　　農薬空容器（プラスチックのみ）
主な資材　マルチ、ハウス用ビニール、肥料袋、ポット、
　　　　　洗浄済みの農薬空容器など

　沖縄県農業共済では自然災害や病害虫による被害、市場価格
の減少、盗難・事故等様々なリスクから農業経営を守る収入保険
制度があります。農業経営を安定して継続するためにも、リスク
を考え自分に合った農業保険に加入するようおすすめします。
※農業保険の保険料（掛金）は国庫補助があります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

　全国農業新聞は、全国農業
会議所が発行する農業総合専
門誌（月4回金曜日発行/月
700円）です。
　見本もありますので、下記ま
でお問い合わせください。

１ 農業に従事する方はだれでも加入できます
　国民年金の第１号被保険者で年間60日以上農業に従事して
いる方はだれでも加入できます。農地を持っていない農業者や
家族の方も加入でき、脱退も自由です。脱退しても一時金は支
払われませんが、それまでに支払った保険料は将来年金として
受け取れます。

２ 保険料は選択できます
　毎月の保険料は２万円を基本として、最高６万７千円まで千
円単位で選択でき、いつでも見直すことができます。

３ 80歳までの保障が付いた終身年金です
　年金は終身受給できますが、仮に加入者や受給者が80歳に

収集できないもの

産業観光課
JAおきなわ西原支店経済課
沖縄県花卉園芸農業協同組合購買部購買課

☎945-4540
☎945-5225
☎860-2267

問い合わせ先

・種別で分類してください。（マルチ資材、ビニール資材、肥料袋、農薬の空容器など）
・水、土砂、金属などは取り除いてください。
  土砂等の付着が過剰な場合、回収できません。 
・農薬容器は、必ず洗浄を行ってください。
  農薬が残っていた場合は回収できません。  
・ビニール・マルチ等は縛らずに持ち込んでください。
  軽くたたむ程度でお願いします。

搬入に際してのお願い

なる前にお亡くなりになられた場合は、死亡した月の翌月から
80歳までに受け取ると仮定した金額を死亡一時金として遺族
の方が受け取れます。

４ 税制面でメリットがあります
　保険料は全額（年額最高80万４千円）社会保険料控除（所得
控除）の対象となります。また、年金は公的年金等控除の対象と
なります。

５ 意欲ある担い手に保険料控除があります
　60歳までに農業者年金に20年以上加入することが見込まれ、
一定の条件を満たす方は、基本となる保険料２万円のうち、国か
ら助成（政策支援）を受けることができます。

西原町農業委員会事務局　☎098-945-5281　・　JAおきなわ西原支店　☎098-945-5225

沖縄県農業共済組合中南部支所　☎098-945-3293 農業委員会事務局　☎098-945-5281

農業用廃プラスチックの処理について

農業者年金に加入しませんか

農業保険への加入はお済ですか？ 全国農業新聞を購読しませんか

みんなで考える自殺予防・対策
一人ひとりがそれぞれの立場でできることを

表 情
様 子

体 調
言 葉

突然涙ぐむ・無表情・不自然な明るさ　など
今まで好きだった事に興味を示さない・自分を責める・
身だしなみに構わなくなる・身辺整理をする　など
うつ・飲酒量が増える・自分を傷つける　など
遠くに行きたい・目が覚めるのがつらい・いなくなりたい　など

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、
私たちの生活は一変しました。自宅で過ごす時
間が増え、他人と関わる機会が減り、社会生活
に大きな変化をもたらしています。これは、自殺
予防・対策を考える上で非常に重要な事です。
　右の図の様に、自殺予防には“人に話せるこ
と” “誰かに気づいてもらえること”がとても大
切です。その機会が、このコロナ禍によって減
少しているのです。
　だからこそ、自殺予防・対策でより大切にな
るのは「周りの人の変化に気づく心」を持つことです。皆さんも、自身の生活環境の変化に対応していく事で精
一杯な状況にあるかと思います。そんな時だからこそ、「あの人も大丈夫かな、ちょっと元気ないな」と周りの人
の変化に気づく心を持ち続けて頂きたいです。それが、コロナ禍の自殺予防・対策に繋がります。

SOSのサインに気づこう

悩んでいたら誰かに話を聞いてもらう
○家族・友人・知っている人
○全然知らない人がいい場合は
　・沖縄いのちの電話　☎ 098-888-4343　10時～23時（年中無休）
　・こころの電話相談　☎ 098-888-1450　  9時～11時半 ・13時～16時半（月・水・木・金）
　・南部保健所　　　　☎ 098-851-3458　  9時～11時　 ・13時～16時　（月～金）

コロナ禍による負の影響

自　殺

○ 誰かに悩みを相談する
○ 誰かに気づいてもらう
○ 周りの人の変化に気づく

経済
問題

家庭内
暴　力

労　働 いじめ虐　待 介　護

こころと
からだの
健康

農家 の皆様へお知らせ
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